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介護福祉士等修学資金貸付制度の強化並びに介護福祉士養成に係

る離職者訓練（委託訓練）制度の定員数の拡大を求める意見書の

提出に関する請願

【請願の要旨】

急速な高齢化の進展等に伴い、国民の福祉・介護ニーズはます

ます拡大し介護関係業務に係る労働力の需要が増大する一方、生

産年齢人口の減少や他分野への人材流出等の中で質の高い介護サ

ービスを安定的に提供していくためには、介護人材の安定的確保

・資質の向上が不可欠となっています。

現在、介護福祉士養成施設 (以下、「養成施設」とする) への

入学者の減少傾向は歯止めがかからず、養成施設の定員に対する

充足率は50％(離職者訓練制度による受入者を除くと40.8％)と近

年では最も低い数値となっており、課程の廃止や入学生の募集停

請願の件名 止を余儀なくされている養成施設も少なくありません。介護福祉

士養成施設協会としては大々的な啓発や学校訪問等の活動、介護

の日のイベントなどにより、環境改善のための努力をしておりま

すが、このままでは、施策や社会の要請に応えていくことは困難

になることが予想されます。

つきましては、養成施設において、今後とも国民の要請、政策

課題に応え、専門性をより一層高め、質の高い介護福祉士を養成

して、社会に安定的な供給を図り、これにより国民の安心・安全、

介護に要する費用の節減等社会貢献を図っていくことが必要であ

ることから、下記の通り、介護人材養成と確保のための大きな魅

力となっている介護福祉士等修学資金貸付制度の強化、入校生の

学習意欲も高く修了生の就職先での評価も得ている介護福祉士養

成に係る離職者訓練（委託訓練）制度の定員数拡大の実現のため、

意見書を国に提出されるよう願うものであります。

記

【請願事項及び理由】

介護福祉士等修学資金貸付制度の全額国庫負担実施について

この貸付制度は、入学者の経済的負担の軽減を図ることで、

介護福祉士養成施設への入学を志す者にとっての魅力となっ

ています。またこれによって優秀な人材が確保され、介護サ

ービスの質の向上の大きな要因ともなっております。一方、

急速な高齢社会に伴う介護ニーズへの対応のため「地域包括



ケアシステム」の構築が図られていますが、これには体系的

な教育のもとで知識・技術を修得し他職種と連携できる介護

福祉士が求められています。このようなことから、これら介

護人材の養成は国家的事業として推進する必要があると考え

られるため、全額国庫負担で実施することをお願いしたい。
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